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平成 30 年 1 月 11 日 

大阪府国民健康保険団体連合会 御中 

 

大阪がん循環器病予防センター 

予防推進部長 岡田武夫 

 

厚生労働科学研究協力のお願い 

 
今般、平成 29年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対

策総合研究事業）により、「健診結果等を個人を軸に集積し自らの健康管理に活用できる
システムの情報内容及びその情報基盤モデルに関する研究」（研究番号Ｈ２９－循環器等
－一般－０１５ 研究代表者：大阪大学医学部教授 松村泰志) を実施することになりま
した。 
厚生労働省では平成 29年にデータヘルス改革推進本部が設置され、個人の健診結果を

はじめとする健康情報や医療情報等を連結し、PHR（Personal Health Record）として、
個人にわかりやすく提供し、自らの健康管理・予防行動に活用できるシステムの検討が進
められています。本研究は、こうしたシステムの具体的なイメージを示すために、情報内
容の検討、PHR 基盤のモデルを検討することを目的としています。 
その一環として、予防行動を誘導するために提示すべき情報内容、受療行動を誘導する

ために提示すべき情報内容についての検討を行うことになりました。 
つきましては、現場でご活躍の保健師のみなさまの経験とお知恵を拝借したく、在宅保

健師の方々にご助力いただければと考えております。 
具体的には、別紙のような内容の質問にお答えいただく予定です。また、一部の方につ

いては、面談ないしお電話で直接、お話を伺うことも考えております。そして、回答して
いただいた方には薄謝を進呈する予定です。なお、お答えいただいた内容については、回
答者が判別できないようにした上で集計し、研究報告書および学会発表等で使用させてい
ただきます。 
貴会におかれましては、在宅保健師の方々のご紹介の労を執っていただきたく存じます。

ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

 

 

＜連絡先＞                   

大阪がん循環器病予防センター 循環器病予防部門 

大阪市城東区森之宮１丁目６－１０７ 

電話 06-6969-6922 FAX 06-6969-6923 

e-mail: tokada@osaka-ganjun.jp 

 


